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◎
設
立
２０
周
年
記
念
式
典
を 

開
催
し
ま
し
ま
し
た 

令
和
２
年
２
月
４
日
（
火
）
香
芝
市

ふ
た
か
み
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

香
芝
市
長
の
吉
田
弘
明
様
は
じ
め
市
議

会
議
長
の
福
岡
憲
宏
様
及
び
奈
良
県
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
協
議
会
会
長

の
宇
田
秀
子
様
を
来
賓
に
迎
え
、
当
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
２０
周
年

記
念
式
典
を
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
在
籍
１０
年
以
上
の
会
員

さ
ん
、
１
０
５
名
の
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
第
２
部
で
は
、
元
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
の
掛
布
雅
之
さ
ん
に
記
念
講

演
を
お
願
い
し
、
式
典
は
大
盛
況
の
う

ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

会員数 ４２９    

 男  ３４７ 

 女   ８２ 
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 ２ 

◎
『
設
立
２０
周
年
記
念
誌
』
を
発
行
し
ま
す 

当
セ
ン
タ
ー
の
設
立
２０
周
年
を
記
念
し
、
記

念
誌
の
発
行
を
行
い
ま
す
。 

記
念
誌
で
は
、
設
立
２０
周
年
記
念
式
典
の
模

様
や
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況
・
事
業
実
績

等
、
セ
ン
タ
ー
の
２０
年
の
あ
ゆ
み
を
掲
載
す
る

予
定
で
す
。 

 

◎
第
３２
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
す 

・
開
催
日 

令
和
２
年
５
月
２９
日
（
金
） 

・
場 

所 

香
芝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
議
室 

・
提
出
議
案
（
予
定
） 

○
令
和
元
年
度
収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て 

○
令
和
元
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て 

○
令
和
元
年
度
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て 

○
定
款
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い
て 

○
会
費
規
程
の
一
部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て 

（
監
査
報
告
） 

○
役
員
の
選
任
に
つ
い
て 

○
理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任
に
つ
い
て 

・
報
告
事
項 

○
令
和
２
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て 

○
令
和
２
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て 

◎
通
常
理
事
会
の
開
催
状
況
に
つ
い
て 

令
和
元
年
度
第
７
回
及
び
第
８
回
の
通
常
理

事
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
、
提
出
議
案
は

全
て
議
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

●
第
７
回
通
常
理
事
会
（
２
月
２６
日
開
催
） 

〈
議
案
〉 

①
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程
の
制
定
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て 

〈
改
正
理
由
〉 

セ
ン
タ
ー
職
員
の
扶
養
手
当
及
び
地
域
手

当
を
香
芝
市
職
員
の
例
に
な
ら
い
改
め
る 

②
正
会
員
入
会
申
込
者
の
専
決
処
分
の
報
告
及

び
そ
の
承
認
に
つ
い
て 

入
会
申
込
者
（
女
１
名
） 

③
正
会
員
入
会
申
込
者
の
承
認
に
つ
い
て 

入
会
申
込
者
３
名
（
男
２
名
・
女
１
名
） 

④
令
和
元
年
度
収
支
補
正
予
算(

第
２
回)

案
に 

つ
い
て 

⑤
資
産
取
得
資
金
の
積
立
（
案
）
に
つ
い
て 

⑥
プ
ラ
チ
ナ
会
員
運
用
規
程
（
案
）
の
制
定
に

つ
い
て 

⑦
夫
婦
会
員
取
扱
要
綱
（
案
）
の
制
定
に
つ
い

て 

⑧
会
員
規
程
の
一
部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て 

●
第
８
回
通
常
理
事
会
（
３
月
30
日
開
催
） 

〈
議
案
〉 

①
正
会
員
入
会
申
込
者
の
承
認
に
つ
い
て 

入
会
申
込
者
12
名
（
男
９
名
・
女
３
名
） 

②
定
款
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い
て 

（
事
務
所
を
移
転
す
る
た
め
の
変
更
） 

③
固
定
資
産
の
取
得
（
資
産
購
入
）
承
認
の
件

に
つ
い
て 

（
新
事
務
所
の
改
修
工
事
の
た
め
承
認
） 

④
臨
時
職
員
等
の
就
業
に
関
す
る
規
程
の
一
部

改
正
（
案
）
に
つ
い
て 

（
勤
務
時
間
等
の
変
更
に
伴
う
改
正
） 

⑤
令
和
２
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）
に
つ
い
て 

［
事
業
計
画
の
概
要
］ 

 
 

具
体
的
な
施
策 

・
会
員
の
拡
充
と
資
質
の
向
上 

・
就
業
機
会
の
確
保
・
拡
充 

・
仕
事
の
分
か
ち
合
い
と
就
業
率
の
向
上 

・
安
全
就
業
と
適
正
就
業
の
推
進 

・
技
能
講
習
会
の
実
施 

・
セ
ン
タ
ー
事
業
の
普
及
啓
発
と
会
員
の
増
強 

・
地
域
貢
献
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進 

・
職
業
紹
介
事
業
並
び
に
労
働
者
派
遣
事
業
の

取
組
強
化 

・
安
定
し
た
財
政
運
営
と
運
営
基
盤
の
強
化 

・
事
務
所
の
移
転
準
備 

⑥
令
和
２
年
度
収
支
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て 

⑦
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い

て 

 

◎
令
和
２
年
度 

配
分
金
支
払
日 

四
月 

 
 

十
五
日
（
水
） 

五
月 

 
 

十
五
日
（
金
） 

六
月 

 
 

十
五
日
（
月
） 

七
月 

 
 

十
五
日
（
水
） 

八
月 

 
 

十
四
日
（
金
） 



 ３ 

九
月 

 
 

十
五
日
（
火
） 

十
月 

 
 

十
五
日
（
木
） 

十
一
月 

 

十
三
日
（
金
） 

十
二
月 

 

十
五
日
（
火
） 

一
月 

 
 

十
五
日
（
金
） 

二
月 

 
 

十
五
日
（
月
） 

三
月 

 
 

十
五
日
（
月
） 

※
た
だ
し
、
派
遣
就
業
の
支
払
は
、
毎
月
の

最
終
営
業
日
と
な
り
ま
す 

 

◎
安
全
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て 

本
委
員
会
は
、「
会
員
自
ら
が
就
業
を
通
じ

て
社
会
に
参
加
し
、
そ
こ
に
働
く
喜
び
と
生
き

が
い
を
得
る
」
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の
目
標
に
沿

っ
て
、
会
員
の
安
全
就
業
の
徹
底
を
図
り
、
事

故
「
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て
次
の
対
策
を
講
じ
ま

し
た
。 

①
安
全
就
業
委
員
会
の
開
催 

◆
第
１
回
安
全
委
員
会 

（
令
和
元
年
６
月
28
日
） 

○
令
和
元
年
度
に
お
け
る
安
全
就
業
対
策

に
つ
い
て
７
月
か
ら
１１
月
の
間
、
概

ね
月
１
回
事
故
発
生
率
の
高
い
「
植
木

の
剪
定
」
と
「
草
刈
」
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
安
全
就
業
の
徹
底
を
図
る
。 

◆
第
２
回
安
全
委
員
会 

（
令
和
２
年
３
月
４
日
） 

○
令
和
元
年
度
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
意

見
集
約 

○
令
和
元
年
度
事
故
報
告 

○
今
後
の
安
全
就
業
対
策
に
つ
い
て 

②
県
内
安
全
就
業
対
策
研
修
会 

（
令
和
元
年
７
月
17
日
） 

③
県
内
適
正
就
業
担
当
者
研
修 

（
令
和
元
年
10
月
29
日
） 

④
シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
参
加 

 
 
 

（
令
和
元
年
５
月
13
日
） 

⑤
安
全
号
の
発
行 

（
令
和
元
年
７
月
） 

⑥
塩
飴
の
配
布
（
夏
期
、
屋
外
作
業
の
会
員
） 

⑦
『
公
用
車
使
用
の
際
の
注
意
事
項
』
発
行 

⑧
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル 

 

（
令
和
元
年
７
月
か
ら
１１
月 

６
回
実
施
） 

【
当
セ
ン
タ
ー
で
の
事
故
件
数
】 

・
傷
害
事
故 

平
成
29
年
度 

 

２
件 

平
成
３０
年
度 

 

３
件 

令
和
元
年
度 

 

２
件 

・
物
損
事
故 

平
成
29
年
度 

 
９
件 

平
成
３０
年
度 

 
10
件 

令
和
元
年
度 

 

６
件 

【
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で 

発
生
し
た
重
篤
事
故
】 

 

（
死
亡
事
故
ま
た
は
６
ヶ
月
以
上
の
入
院
） 

平
成
28
年
度 

 

28
件 

平
成
２９
年
度 

 

４６
件 

平
成
３０
年
度 

 

５３
件 

 

◎
令
和
元
年
度
独
自
講
習
会
実
施
状
況 

◆
草
刈
機
操
作
講
習
会 

令
和
２
年
３
月
１２
日
に
下
田
東
４
丁
目
地
内

（
葛
下
川
河
川
敷
）
に
お
い
て
草
刈
機
の
操
作

講
習
と
草
刈
実
習
を
行
い
ま
し
た
。 

受
講
者
は
男
13
名
で
、
講
師
は
会
員
の
古
賀

氏
・
岡
本
氏
が
勤
め
ま
し
た
。 

◆
植
木
の
手
入
れ
講
習
会 

令
和
２
年
３
月
２
日
か
ら
３
月
３
日
の
２
日

間
、
当
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
及
び
今
池
親
水
公

園
に
お
い
て
植
木
の
手
入
れ
講
習
及
び
実
技
講

習
を
行
い
ま
し
た
。 

受
講
者
は
男
５
名
で
、
講
師
は
会
員
の
中
里

氏
・
大
前
氏
が
務
め
ま
し
た
。 

◆
毛
筆
筆
耕
講
習
会 

令
和
元
年
１０
月
２
日
か
ら
令
和
２
年
１
月

29
日
の
毎
週
水
曜
日
の
計
１５
回
、
当
セ
ン
タ

ー
研
修
室
に
お
い
て
毛
筆
筆
耕
講
習
会
を
実
施

し
ま
し
た
。 

受
講
者
は
、
１５
名
（
男
８
名
・
女
７
名
）
で

講
師
は
会
員
の
畑
山
氏
が
務
め
ま
し
た
。 

◆
襖
・
障
子
張
り
講
習
会 

令
和
２
年
１
月
１５
日
か
ら
１
月
１６
日
の
２

日
間
、
当
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
及
び
作
業
所
に

お
い
て
襖
・
障
子
張
り
の
講
習
会
を
実
施
し
ま



 ４ 

し
た
。 

受
講
者
は
、
４
名
（
男
３
名
・
女
１
名
）

で
、
講
師
は
、
会
員
の
楠
田
氏
・
森
田
氏
・
飼

鳥
氏
が
務
め
ま
し
た
。 

◆
接
遇
・
マ
ナ
ー
講
習
会 

 

令
和
２
年
１
月
１６
日
に
ふ
た
か
み
文
化
セ
ン

タ
ー
会
議
室
に
お
い
て
、
マ
ナ
ー
講
師
の
岡
田

先
生
を
招
い
て
接
遇
マ
ナ
ー
の
講
習
会
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 

受
講
者
34
名
で
し
た
。 

◆
派
遣
労
働
者
に
対
す
る
教
育
訓
練 

令
和
２
年
３
月
11
日
及
び
３
月
13
日
の
２

日
間
、
当
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
お
い
て
派
遣
労

働
者
に
対
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
15
名
で
し
た
。 

 

◎
シ
ル
バ
ー
会
員
の
新
し
い
制
度
に
つ
い
て 

令
和
３
年
４
月
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
の
シ
ル

バ
ー
会
員
に
つ
い
て
、
新
た
な
制
度
を
導
入
い

た
し
ま
す
。 

新
制
度
で
は
、
正
会
員
（
一
般
会
員
）
は
、

申
請
を
行
う
こ
と
で
、
プ
ラ
チ
ナ
会
員
ま
た
は

夫
婦
会
員
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

プ
ラ
チ
ナ
会
員
は
、
就
業
以
外
の
セ
ン
タ
ー

で
行
う
事
業
に
参
加
が
出
来
、
会
費
は
一
般
会

員
の
半
額
と
な
り
ま
す
。 

夫
婦
会
員
は
、
一
般
会
員
と
同
等
の
資
格
を

有
し
会
費
は
一
般
会
員
の
半
額
と
な
り
ま
す
。 

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策 

◆
感
染
予
防 

①
手
洗
い 

 

ド
ア
ノ
ブ
や
電
車
の
つ
り
革
な
ど
様
々
な
も

の
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
手
に
も

ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
外
出
先
か
ら
の
帰
宅
時
や
調
理
の
前

後
、
食
事
前
な
ど
こ
ま
め
に
手
を
洗
い
ま

す
。 

②
普
段
の
健
康
管
理 

 

普
段
か
ら
、
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
を
心
が
け
、
免
疫
力
を
高
め
て
お
き

ま
す
。 

③
適
度
な
湿
度
を
保
つ 

 
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の
粘
膜
の
防
御

機
能
が
低
下
し
ま
す
。
乾
燥
し
や
す
い
室
内

で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
、
適
切
な
湿
度

（
50
～
60
％
）
を
保
ち
ま
す
。 

◆
ほ
か
の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に 

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
、
感
染
症
を
他
者
に
感

染
さ
せ
な
い
た
め
に
、
咳
・
く
し
ゃ
み
を
す
る

際
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ン
カ
チ
、

袖
、
肘
の
内
側
な
ど
を
使
っ
て
、
口
や
鼻
を
お

さ
え
る
こ
と
で
す
。 

対
面
で
人
と
人
と
の
距
離
が
近
い
接
触
（
互

い
に
手
を
伸
ば
し
た
ら
届
く
距
離
で
、
お
よ
そ

２
ｍ
と
さ
れ
て
い
ま
す
）
が
、
一
定
時
間
以
上

多
く
の
人
々
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
環
境
は
、

リ
ス
ク
が
高
い
で
す
。
感
染
し
や
す
い
環
境
に

行
く
こ
と
を
避
け
、
手
洗
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。 

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

       

◎
会
費
の
納
入
と
会
員
証
の
更
新
に
つ
い
て 

セ
ン
タ
ー
会
費
規
程
に
よ
り
、
令
和
２
年
度

分
の
会
費
（
２
，
０
０
０
円
）
は
、
３
月
末
日

ま
で
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
会
費
の
納
入
が
お
済
み
で
な
い
会

員
さ
ん
は
、
会
費
の
納
入
と
同
時
に
会
員
証
の

更
新
を
行
い
ま
す
の
で
、
古
い
会
員
証
を
事
務

局
に
持
参
し
て
下
さ
い
。 

 

 

仕
事
中
に
事
故
や
急
病
な
ど
緊
急
事
態
が

起
こ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
セ
ン
タ
ー
事
務

局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
７
９
）
６
６
０
１ 


